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3割程度まで過大に評価するという．この弱点が厄介
を招いてしまう．
　筆者は後藤・野島論文 3）の中で，人間のオーバフロー 

理論を論じた．その要旨は次のようである．仕事の到着
をポアソン分布として平均値をλとする．人間が指数分
布に従って仕事を処理するとして平均値をμとする．この
ときに重要な事実はλとμを等しくすると待ち行列が無
限大に発散する．オペレーションズリサーチの教科書も 

トラフィック理論の授業でも発散する場合を取り扱わな
い．ところが現実に人間が苦しむのはλ＝μの場合である．
■ 昼と夜に同じ仕事をするのは間違い
　筆者が若い時代に勤務していた電電公社の研究所

で名物室長といわれた中村義作先生の部下になった．
中村室長いわく「君の研究は成功しても失敗しても，い
ずれ終わる．1つの研究が終わった後に次の研究テー
マを考えるのではプロとは言えない」．中村研究室長の
教えは「昼間は現在の研究テーマに取り組む．夜は将
来に備えて別の研究テーマを勉強する．それがプロと
いうものだ．昼間と夜に同じ仕事をする人は，まるで
所持金を一晩で使い果たす人のようだ．資金を将来に
投資しない企業に未来はない．お金の例で説明すると
全員が納得するのに，どうして諸君は時間を大切にし
ないのか．宵越しのお金を持たないのがプロといえる
のか」．情けないことに私は中村先生の教えを当時も
現在も実践できていない．
　本誌の読者諸兄が大学の弱点に十分に留意されて，
時間を大切にして健康第一で過ごされるようにと願っ
ている．
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■事実の指摘
　エズラ ヴォーゲル (Ezra Feivel Vogel)先生は『ジャパ
ン アズ ナンバーワン』の著者であり日本の事情に詳し
い．彼は日本の大学に 2つの弱点があるという．1つ
には国際化が遅れていること．2つ目は大学の教員が
忙しすぎること．同様の指摘が日本の大学に勤務する
複数の外国人教員から寄せられている．国際化は別途
に論じるとして，本稿では大学の教職員が忙しい理由
を考察したい．
　古井貞煕先生は2016年度の文化功労者に選ばれた音
声工学の著名な学者である．古井先生はWEBZONZA 

で日米の大学の比較をしている 1）．その中で事務職員
が重要であることが強調されている．
■新しい仕事が増えても古い仕事を止めない
　大学の教職員が多忙である原因は複数ある．普通
に「大学は教育と研究」という．この表現は二足の草鞋
（わらじ）を意味する．それに加えて最近は新しい企画
が実行に移される．その際に古い仕事を止めれば良い
のだが，実際には新旧の仕事が併存する．これでは忙
しくなるのは当たり前である．
　新旧の仕事が併存するのは特に大学に限った問題
ではない．ただし企業では上役が部下の様子を見て
担当者を増員する．あるいは古い仕事をほかに移管す
る．残業時間を管理するのは企業の責任である．大学
を遠方から眺めれば百貨店のような組織に見えるのか
もしれないが，実態は個人商店が軒を並べている商店
街に近い．隣の店が火の車であっても助けが来ないか
もしれない．
■良心的な大学人はオーバフローする
　大学の教職員も人間であるから共通の弱点があ
る．ノーベル経済学賞のダニエル・カーネマン (Daniel 

Kahneman)先生は著書の中で「人間の直感は統計に
劣る」と指摘している 2）．良心的な教職員は自分の能力
の限界まで社会的に貢献しようと考える．これは美し
いことには違いないが，あいにく人間は自分の能力を
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